
PTスーパーパブリックチェーンは、これまでのパブリックチェーンを超える

SINGAPORE, October 19, 2020 /EINPresswire.com/ --

パブリックチェーンは既に驚くものではなくなっている。これまではタイトルで競っていいて、ブロックチェーン3.0という言葉を常に取り上げていた。よく使う手

法は、ある際立つ指標を市場の主流パブリックチェーンと比較して、あらかじめ設定された結論を導き出すというやり方。現在の市場の主流パブリックチェーンを客観

的で全面的に比較して、わかりやすくかつ公信力のある結論を出す紹介はまだ見かけていない。今こそ、こう言った業界の悪い風習を打破し、市場の主流パブリックチ

ェーンを全面的に比較して、パブリックチェーンの違いを客観的に説明する。

参加選手：

第一世代パブリックチェーン：BTC（ブロックチェーンの父）

第二世代パブリックチェーン代表：ETH、EOS

第三世代パブリックチェーン代表：polkaDOT、VDS、PTパブリックチェーン

世代分別の基準：

第一世代パブリックチェーン：主にブロックチェーンを理論から実用化した。ビットコインは誰もが認める第一世代ブロックチェーンの代表である。

第二世代パブリックチェーン：主な目的はブロックチェーンの可能性を探ることで、ETHがその代表である。EOSは第三世代のパブリックチェーンだと公言して

いるが、実は第二世代のパブリックチェーンの強化版である。

第三世代のパブリックチェーンは、第二世代の上で自らの立ち位置を見つけ、より価値のある技術的なパブリックチェーンが付随される。例えば、VDSレゾナンス

あるいはpolkaDOTのハイレベルなクロスチェーン革新、PTパブリックチェーンの全チェーン交換性モデルと高いスループットなどがそうである。

比較する4つの側面:

パブリックチェーンのコンセンサス：パブリックチェーンの革新的中心指標は、パブリックチェーンの性能と安全性に直接影響を及ぼす。5つ星満点。

パブリックチェーンの使用シーン：主にパブリックチェーンのビジネス価値を意味し、パブリックチェーンのビジネス的な将来性を測るための重要な根拠である。5つ

星満点。

パブリックチェーンのTPS：パブリックチェーンの最大ポテンシャルを意味する。5つ星。

パブリックチェーンの影響力/実績：ブロックチェーン業界に対するパブリックチェーンの貢献価値を意味する。5つ星。

この4つの側面は主にパブリックチェーンの実用性を中心とし、ビジネス価値そのものに重点を置く。なぜなら、生産性は均衡技術唯一の基準であると筆者を思ってい

るからである。

BTC（第一世代パブリックチェーン）：

コンセンサス：POW（仕事量の証明メカニズム）これまで安全性と分散型が最大限のコンセンサスであったが、その欠陥は効率が低いことである。POWの創造

者として、4つ星と評価したい。

使用シーン：デジタル通貨（支払、振替、資産管理）、BTCは現在コンセンサスの最も高いデジタル通貨であるが、使用シーンが単一的であるため、2.5星と評価

する。
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TPS：毎秒7件の取引しか処理できないことがBTCの普及を一番妨げている。これは初期段階の技術的妥協と思われる。星1.5個。

影響力：ブロックチェーンの父、デジタル通貨の創設者であるため、星5つと評価したい。

以上より、第一世代パブリックチェーンの平均得点は、3.25個の星である。

ETH（第二世代パブリックチェーン）：

コンセンサス：POW（仕事量の証明）とビットコインが一致するコンセンサスメカニズム。その長所と短所も基本的に同じだが、ETHはマイニングマシンに対抗

するアルゴリズムを加えている点だけが相違する。ハッシュレートの分散性が強く、ETH

2.0時代はDPOSの検証メカニズムを導入している。総合的に見ると星4つと評価したい。

使用シーン：ETHは応用において無敵と言える。現在業界最大のユーザー数と開発者チームを誇っている。クリプトキティ、FOMO3D、DEFIのような名物

も誕生しており、ブロックチェーン業界の応用のキングと言える。五つ星以外ない。

TPS：ネットワーク2.0にレベルアップする前、ETHのTPSは毎秒30回の取引しか処理できないという弱いものなので、星1.5。

影響力：第二世代ブロックチェーンの代表であり、星4つをあげたい。

以上より、第二世代パブリックチェーンの平均得点は、3.625個の星である。

EOS（第二世代パブリックチェーン）：

コンセンサス：OPOSはPOW以外にもう一つの新しいコンセンサスを作り、POWコンセンサスの低効率という欠陥を回避した。しかし、その安全性は認め

られておらず、中心化な「裁判メカニズム」があるため、EOSチェーン上のDPOSは業界内での賛否両論が続いている。今の段階では3つ星。

使用シーン：コンセンサスの改善のおかげで、EOSは大規模な応用が可能になった。ピクセルなどの爆発的なアプリもあったが、CPU資源の高価なレンタル費用

を受けて、開発者はEOSエコシステムから遠ざかり続け、長い間爆発的なアプリが生まれていない。星2.5個。

TPS：開発当初のEOSは百万取引対応可能と称したが、現在テストしたところ一秒で3800件であった。前の二つのパブリックチェーンと比べてかなり進んでい

るので、5つ星。

影響力：リリースした当初は大きな話題となったが、その後はあまりヒットするアプリがなく、エコシステムが日に日に凋落した。影響力は2つ星。

以上より、第二世代パブリックチェーンEOSの平均得点は、3.125個の星である。

polkaDOT（第三世代パブリックチェーン）

コンセンサス：NPOSは新たなコンセンサスである。DPOSに基づいて改良され、ダブル確認機構によって、ノットで悪さをする難易度とコストが高くなってい

る。同時にパブリックチェーン性能の実用性も考慮しており、4つの星に値する。

使用シーン：polkaDOTはチェーンをまたぐ中継チェーンモデルを提供する。その位置付けはパブリックチェーンを要しないハイウェイとつなぐことである。今



の所そのニーズはまだ乏しく、polkaDOTもどっちつかず状態である。星3.5個。

TPS: 毎秒1000件のチェーン上取引を行い、安全と効率を兼ね備えた理想的な実績を叩き出している。総合得点は4つ星。

影響力：影響力は一部の技術の探求するコミュニティに限られる。評価は星2.5。

以上より、第三世代パブリックチェーンの平均得点は、3.5個の星である。

VDS（第三世代パブリックチェーン）：

コンセンサス：powメカニズムは、強力なハッシュレートに欠けており、安全性とパブリックチェーンの性能を両立できないため、1.5の星しか評価できない。

使用シーン：レゾナンスメカニズムがある。VDSは2019年の最も人気のパブリックチェーンであると言える。業界内で大盛況を作り出した実力を持っている。4

.5の星に値する。

TPS: 公式発表では1秒60000件だが、実際の測定データがないため、評価が難しい。星1つ。

影響力：かつては大人気だったが、すでに古い。エコシステムが形成される前にレゾナンスのホットスポットは全部消えた。星1つ。

以上より、第三世代パブリックチェーンVDSの平均得点は、1.875個の星である。

PTパブリックチェーン（第三世代パブリックチェーン）：

コンセンサス：DPOS+SPOS、ダブルコンセンサスは最新のブロックチェーン研究成果の応用であり、安全と効率と分散化の矛盾を有効的に均衡させている。

これから主流になる可能性は十分にあるため、星4.5を与えておきたい。

使用シーン：クロスチェーン、量子コンピューター対抗を備えており、重合鉱山マイニングモデルを創立、かつPTパブリックチェーンは現在唯一の前掘りゼロ、予約

ゼロ、手数料ゼロの公正的な存在である。使用シーンが広く、未来性もあり、ポテンシャルのあるパブリックチェーンである。PTパブリックチェーンはリリースされ

たばかりで、エコシステムが不完全なため、星4つしか評価できない。

TPS：メインチェーンは通常4000件一秒の処理速度を誇っているが、PTパブリックチェーンは加速モデルを隠し持っている。一度フラグメンテーションを有効

にすると、10万件の処理速度に達することができる。驚くほどのデータではあるが、現在は通常状態に3.5個の星しか評価できない。

影響力：パブリックチェーンとして、PTは多くの新しい成果があり、モデルにおいても革新的なものが多い。最近は欧米での評判が高いが、芽生えたばかりの状態で

あるため、しばらくは2の星と評価しておきたい。

以上より、第三世代パブリックチェーンPTの平均得点は3.5個の星である。

最終的な得点を見ると、第三世代のパブリックチェーンの得点は筆者の予想外だったと言える。第二世代のパブリックチェーンは現在も主流アプリの本命プラットフォ



ームである。技術が安定し、開発環境も良く、ユーザーの教育コストも低いのはすべて第二世代のアドバンテージである。しかし、第三世代として、得点は高くないと

言える。ここから第三世代パブリックチェーンの技術目的が顕著に現れており、そこに偏りが生じている。一部の主要機能は満点にまで近いが、残りは全体的に得点が

低い。

例えば筆者が見込んでいたPTパブリックチェーン。後発として、PTパブリックチェーンは分散化Dpos+Sposコンセンサスメカニズムを持っている。安全、

プライバシー、高効率、交換性とクロスチェーン技術に対応しており、多元的技術の開発も容易である。重合鉱山マイニングの廃棄メカニズムで従来のマイニング分配

メカニズムの欠陥を改善したことで、投機ユーザーを根絶させ、コンセンサスの参加率の増加及びモデルの革新にも繋がっている。しかし、後発の制限によって、エコ

システムはまだ萌芽期にあり、革新的なメカニズムは市場で検証する時間がないため、低い点数しか与えられない。

しかし、点数はあくまで現段階での参考だけであり、時間が経つにつれて、ユーザーの移動、人気アプリ、技術更新などの影響により、パブリックチェーンのエコシス

テムは激しく変動するだろう。また、PTのような技術と革新的なモデルを兼ね備えたパブリックチェーンは市場で有利になるでしょう。その点に関して時間が証明し

てくれるだろう。PTの白皮にあったように、富を掴む大前提は、正しい選択をすることである。

Gavin Lee

Power Token Tech
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